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国際交流プログラム報告書の発行にあたって 
 

2020 年１月に発生した新型コロナウイルス感染症は、瞬く間に世界中に広がりました。年々
増加していた訪日外国人の姿も消え、国境を越えた人の往来は大幅に制限されました。また、
ウィルスが各地で独自の変異を繰り返した結果、世界中から様々な変異株が現れ、各国は、そ
の度に対応策に苦慮してきました。このような状況の中、本学の国際交流プログラムにおいて
も、多くのプログラムが中止となりました。その一方で、このような状況下でも「世界と交流
したい」という学生思いは消えることなく、オンラインという新しい形で語学研修や国際 PBL
のプログラムを模索し実施してきました。 
 しかし、ついに 2022 年度からはオンラインに加えて、実際に現地に行って対面で学ぶプロ
グラムも開始しました。これからも難しい状況はどのように変化していくのか、わかりません。
しかし、世界でそれぞれの国で人々が生活を営み懸命に生きています。そのような時にこそ、
国を超えて人々が力を合わせて新しい生活様式を作り上げ、国際交流を推進していかなければ
なりません。新しい国際交流の形態の中で、皆さんが柔軟な思考を持つ学生時代に今まで考え
もしなかった異なる価値観に触れ、視野を広げ、将来ごグローバル社会で活躍できる人材へと
成⻑することを⼼から願っています。             

2023 年 4 月 

2 



3 
 

 

  



4 
 

 

 

     STEP1 
 

1.語学研修プログラム 

Language Training Program  

 国際交流センターでは、夏期や春期の休暇期間中の 2～4週間程度、海外協定校などの協

力を得て、英語圏での語学研修プログラムを実施しています。 

夏期 オンライン型  

国（都市） フィリピン（セブ） カナダ（バンクーバー） 

時期 
2022 年 8 月 22 ⽇〜9 月 16 ⽇のうち 
1〜4 週間 

2022 年 8 月 22 ⽇〜2/3/4 週間 

派遣機関名 NexusTALK ILAC 
参加人数 24 人 2 人 
概要 主にマンツーマンレッスン グループレッスン、セルフスタディ 
   

春期 海外渡航型 オンライン型 

国（都市）  フィリピン（セブ） フィリピン 

時期 
2023 年 2 月 13 ⽇〜3 月 17 ⽇のうち 
2〜4 週間 

2023 年 2 月 13 ⽇〜3 月 17 ⽇のうち 
1〜4 週間  

派遣機関名 GLC(Global Language Cebu)  GLC(Global Language Cebu) 
宿泊先 語学学校の寮  

参加人数 7 人 3 人 
概要 マンツーマンおよびグループレッスン マンツーマンレッスン 
   

春期 渡航型  

国（都市） カナダ（バンクーバー） アメリカ 

時期 
2023 年 2 月 13 ⽇〜3 月 17 ⽇のうち 4
週間 

2023 年 2 月 13 ⽇〜3 月 10 ⽇のうち 
2〜4 週間 

派遣機関名 
CCEL(Canadian College of English 

Language) 
サンフランシスコ州立大学  

参加人数 7 人 2 人 
概要 グループレッスン グループレッスン、アクティビィティ 



2023年2⽉・3⽉の2〜4週間 7人

GLC(Global Language Cebu)

2023年2⽉・3⽉の4週間 7人

CCEL(Canadian College of English Language)

フィリピン・セブ島にある語学学校GLCでは、マンツーマンレッスンとグループレッスンで集中的に英
語を学びました。明るくフレンドリーな講師や多国籍クラスメイトと楽しく英語を学ぶだけでなく、週
末は様々なアクティビティが用意されていました。

カナダ・バンクーバーにある語学学校CCELでは、グループレッスンで集中的に英語を学びました。ま
た滞在方法はホームスティだったので、学校外でも英語や異文化について理解を深めることができまし
た。放課後や週末には様々なアクティビティが用意されていました。

全学部学科

開催期間

派遣機関名

参加学生数

海外渡航型：語学研修プログラム

開催期間

海外相手先

参加学生数

カナダ

フィリピン
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2〜4週間

ILAC

2人

１〜４週間

NexusTALK及びGLC(Global Language Cebu)

27人

・2023年2⽉13⽇〜24⽇（2週間）
・2023年2⽉13⽇〜3⽉10⽇（4週間）
サンフランシスコ州立大学

2人（内訳：2週間1人、4週間1人）

カナダ研修では、世界各地から集まった参加者とのグループレッスンで英語を学びました。フィリピン
研修では、主に講師とのマンツーマンレッスンで英語を集中的に学びました。オンライン語学研修は費
用を抑えられるため、派遣留学の準備としてもお勧めです。

全学部学科

海外協定校が提供する語学研修と文化体験のプログラムです。大学での英語授業だけでなく、サンフラ
ンシスコのカラフルで多様な地域を探索しながら、英語力を身につけました。また、サンフランシス
コ・ベイエリアの芸術、ビジネス文化、テクノロジーについて学びました。

全学部学科

開催期間

海外相手先

参加学生数

期間

海外相手先

参加学生数

オンライン語学研修プログラム

アメリカ

期間

海外相手先

参加学生数

フィリピン

カナダ

海外大学主催プログラム
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           国 際 P B L プ ロ グ ラ ム  
oInternat  

2.国際 PBL プログラム International PBL Program（Hands-on Engineering Program） 

学部の２～３年生を主な対象として、海外の大学を活動の拠点に PBL(プロジェクト・ベースド・ラーニン

グ) を実施するプログラムです。英語を使用言語として、海外の学生と混成チームを作り、それぞれの学生

の専門性を発揮しながら、１週間程度、共通の課題に取り組むことで、学生の多様な能力を引き上げます。

2022 年度は新型コロナウィルスの影響により、ほとんどオンラインで実施しましたが、一部実際に渡航し

た学科もあります。  

◆ 国際 PBL の概要 

プログラムの特長 

PBL は、与えられた課題を制限された条件下で取り組むことで、学生の多様な能力を引き出します。その国

際版は、グローバルな交流を通じて、PBL の達成感とダイバーシティ（多様性）を感じてもらうことが狙い

です。 

 

国際 PBL を行う意義                         

日本人とは異なる価値観を持った人たちと協働で作業に取り組むことで、予想外の多岐にわたるアイデアが

生まれます。PBL のプロセスはイノベーションそのものなのです。本学では今後さらにグローバル化が進展

する将来を想定して、異なる価値観を持つ海外学生との PBL が有効と判断し、2013 年度から本プログラム

を開始しました。社会が求めるグローバル人材育成の目的の一つは「課題解決力」であり、本学が実施して

いる国際 PBL はまさにこの趣旨に合致するものです。  

2020 年度からは、SDGs（エスディージーズ/持続可能な開発目標）に関連したテーマを設定し世界共通の課

題に取り組んでいます。  

STEP2-3 



M K 海外渡航

2022年9⽉1⽇〜8⽇

ウィドヤ・マンダラ・カトリック大学スラバヤ
(インドネシア)
本学3人、ウィドヤ・マンダラ・カトリック大、芝浦工業大等計44名程度

Ｅ Ｄ

Smart Energy Control Challenge 2022

南台科技大学(台湾)、
サンホセレコレトス大学(フィリピン)
本学15人、南台科技大10人、サンホセ大10人

Ｅ Ｄ

Intelligent vehicle challenge 2022

国立台北科技大学(台湾)

本学学部9人、台北科技大24人

ＥＤ科対象のプラグラムをオンラインで国立台北科技大学と開催しました。画像認識により、砂地や高
台、水場など様々なシチュエーションが用意された高難易度コースに散らばる赤と白のボールを識別
し、赤ボールのみを収集する自立制御の車体を構築し、チームで競いました。

工学部

工学部

工学部

参加学生は５名程度のチームに分かれて、環境問題を改善するためのプロジェクトを考え、プレゼン
テーションを⾏いました。提案されたプロジェクトは、「⾷品を⻑持ちさせる⽅法」「サステナブル
ファッション」「⾷べることができるスプーンの開発」「環境にやさしいラップの開発」等、多岐にわ
たりました。プレゼンテーションだけでなく、デモ用のプロダクトを作製したチームもありました。

ＪＳＴのさくらサイエンスプログラムの支援を得て、ＥＤ科の学生対象の国際PBLを、本学の協定校である南台科技
大学（台湾）、サンホセレコレトス大学（フィリピン）とオンラインで開催しました。Smart Energy Control
Challenge 2022をテーマに太陽光発電や利用に関する研究で、活発な交流が⾏われました。

Our Earth, Our Home: Confronting
Environmental Problems

2022年8⽉9⽇〜13⽇

2022年8⽉22⽇〜28⽇

テーマ

開催期間

派遣機関名

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数
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異分野交流を基軸とした
新素材イノベーションプログラム
2022年10⽉4⽇〜10⽉21⽇

バングラデシュ繊維大学(バングラデシュ)

本学12人、バングラデシュ繊維大13人

シミュレータを用いたロボット制御と
画像処理技術の統合
2022年7⽉20⽇〜9⽉4⽇

タマサート大学シリントーン国際工学部
(タイ)
本学25人、タマサート大27人

台湾インターンシップ2022

2022年9⽉12⽇〜16⽇
ヘンロン

恆融智慧財產事務所

本学6人

工学部

ＪＳＴのさくらサイエンスプログラムの支援を得て、各大学教員による講義の後、⽇本とバングラデシュの学生２名
ずつ計4名のチームに分かれ、世界的に大きな問題となっているプラスチックや繊維の廃棄、その再利用とゴミの減
量についてグループごとに意見交換し、二酸化炭素の排出削減や地球温暖化を抑制するための⽅策についてそれぞれ
の専門分野をベースにした解決へのアプローチ法を議論しました。

情報科学部

知的財産学部

台湾の恆融智慧財產事務所とオンラインで結び、提示される課題に基づいて、現地の弁理士と直接、議
論し、課題を検討しました。特許出願、特許権侵害訴訟などの弁理士事務所内でのワークフローの指導
を受けました。一部、英語のみで⾏うセッションもあり、国際感覚をを身につけました。

ＪＳＴのさくらサイエンスプログラムの支援を得て、オンラインで今回も昨年同様、シミュレートされたロボットの
制御と画像処理を統合し、次のような条件をクリアするプログラムの作成に取り組みました。
・オンラインシミュレータ上の仮想空間でロボットを自動制御し、仮想空間内に設けた複数のチェックポイントを
 訪問させる
・各チェックポイントではウェブカメラでとらえた体の動きや顔の表情をもとに処理が⾏われるインタラクティブ
 なゲームを⾏う

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数
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台湾知的財産研修プログラム

2023年3⽉6⽇〜9⽇

本学4人

ものづくりデザイン思考実践演習Ⅰ

SDGs3におけるアジアの課題

2022年6⽉27⽇〜7⽉1⽇

タマサート大学シリントーン国際工学部(タイ)
サバ大学(マレーシア) 
本学15人、タマサート大16人、サバ大9人

ものづくりデザイン思考実践演習Ⅰ

高齢者の問題解決に向けた提案

2022年6⽉27⽇〜7⽉1⽇

国立雲林科技大学(台湾)

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ＆ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学部

本学12人、雲林科技大10人

両大学のメンバーで構成された4班で課題の抽出から解決の提案までオンラインのグループワークを⾏い
ました。英語でディスカッションを⾏い、最終⽇に課題解決の提案発表を⾏いました。バーチャル空間
を使った懇親会や両国のおすすめの場所の紹介を⾏うなど、交流を深めました。

知的財産学部

台湾の国立雲林科技大学で、講義を聴講したあとグループ討論や発表会を通じて現地学生等と交流しま
した。また、知財裁判所や⽇本台湾交流協会、世新大学等を訪問し、現地でしか得られない実務につい
ても研修しました。

国立雲林科技大学、知財裁判所、
⽇本台湾交流協会、世新大学等

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ＆ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学部

「健康と福祉」をテーマとして、アジアにおける社会の課題の抽出からその解決⽅法の提案までを、本
学15人、タイ・タマサート大学16人、マレーシア・サバ大学9人で⾏いました。オンラインでの議論を
通して改良を進め、最終プレゼンを英語で作成し、発表を⾏いました。

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

参加学生数

テーマ

開催期間

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数
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3.海外研究支援プログラム Overseas Research Experience Program 

本学大学院に内部進学が決定している 4年生（知的財産学部は早期進学の 3年生を含む）と大学院（修士課

程）を対象とし、海外の大学や研究機関等で 1カ月以上の研究や実務の体験を行う学生に対し、必要経費の一

定範囲を大学が支援する制度を 2013 年度後期から開始しました。学生の派遣先の選定については指導教員が

行い、申請は学生と指導教員の共同のものとすることで、各研究室の海外研究機関等とのネットワーク構築を

大学が後押しします。派遣先での活動は、卒業研究・修士論文研究との接続などの観点から評価され、大学で

の教育内容との連続性が重視されます。2022 年度は、ヨーロッパ・北米等の 9か国の大学等 10 機関で、14 人

の学生が本プログラムによる活動を行いました。 

 

STEP4 
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岩井康洋さん 現地生活レポート 

オランダ アイントホーフェン工科大学 

 2022 年８月 30 ⽇〜11 月 29 ⽇まで、同大学のロモノバ

研究室で研究を行いました。 

研究室にはヨーロッパに限らず様々な地域からの学生が

参加しており、各地域の文化や習慣の違いで盛り上がるな

どとても国際的な雰囲気ですし、非常に専門性の高い話も

聞くことができます。オランダは自転車が普及しています。

オランダの公用語はオランダ語ですが、多くの方が英語も

話せるので⽇常生活では特に困ることがありません。 

(大学院工学研究科 EDM 専攻 2 年)  
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4. 長期交換留学 Long-Term Student Exchange Program 
大阪工業大学の協定校で学生の交換条件を明記している大学、および本学が加盟している UMAP（アジ

ア太平洋大学交流機構，University Mobility in Asia and the Pacific）の大学において、半年または

1 年間、学費負担なしで留学するプログラムです。協定校については、「協定校一覧」をご覧ください。

2022 年度は、新型コロナ感染症拡大後 2年半ぶりに長期交換留学に学生が参加しました。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP4 

野原 晃司さん 情報科学部 情報知能学科 3 年 

 アンジェロ州立大学(アメリカ・テキサス州) 

2022 年 8 月から 12 月まで、アメリカのテキサ

ス州サンアンジェロのアンジェロ州立大学の付

属語学学校で英語を中心に学びました。 

語学学校は、8 月から 10 月半ばまで Level5 を

受講し、要件を満たしたので 10 月半ばから 12

月まで Level6 を受講しました。最上位の Level6

を突破することができたので、2023年1月から正

規の生徒として現地の学生と共に講義を受ける

ことができるようになりました。 

語学学校は、英語を習うというよりは、大学に

行くための準備という感じがしました。単語や文

法については日本にいる間に済ませておかない

と、語学学校を十分に活かせないと感じました。 



5. 国際交流イベント

国際シンポジウム・ポスターセッション

インドネシア・台湾・韓国

エースコックベトナム
課題解決型インターンシップ
2022年8⽉12⽇〜8⽉26⽇

エースコックベトナム

本学1人、他大学の学生、ベトナム人学生
※エースコックは大手食品メーカーで、海外にも積極的に進出している⽇本企業です。

   これまで紹介した国際交流プログラムのほかにも、大阪工業大学ではいろいろな国際交流イベントを
開催しています。学内で開催したり、オンラインで実施したり、実際に海外に行かなくても国際交流が
体験できます。

全学部学科

このプログラムは、「ベトナム若者層にHaoHaoを拡販せよ！」というミッションのもと、ベトナム・
⽇本混同の３チームを作り、カップ麺のHaoHaoの普及のためベトナムでの市場調査をし、最終的に
“エースコック”のベトナム支店代表者にプレゼンテーションを行い、最優秀賞を受賞しました。

全学部学科

2022年7⽉29⽇

本学学生を含め27人

このプログラムは、国際学会等で発表する機会が多い大学院生が各自の研究内容を英語で発表訓練する
のが目的。海外研究支援プログラムに採択された大学院生13人と台湾・韓国・インドネシアの協定校学
生14人が参加し、専門分野や互いの国・地域の文化などを情報交換しました。

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

テーマ

開催期間

テーマ

開催期間

海外相手先

参加学生数

STEP1-4

オンライン国際シンポジウム

オンライン海外インターンシップ
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その他の国際交流イベント<抜粋＞

日程 2022年5月11日 28人参加 写真

日程 2022年7月7日 20人参加 写真

日程 2022年10月31日 27人参加 写真

日程 2022年11月27日 29人参加
国際友好部主催で校外研修を実施しました。留学生
に普段訪れる機会のない日本の地方を知ってもらう
ことと、研修を通じての本学の学生との交流を目的
としました。交換留学生10名、正規留学生8名、国
内学生11名が参加し、福井県の鯖街道熊川宿散策と
小浜市でお箸作りを体験しました。

国際友好部部員が中心となり、参加者がキャンパ
ス・学科間の枠を超えて、交流ができるように内容
を企画しました。司会会は、インドネシアからの正
規留学生に協力いただき、日本語と英語で交流会を
開催しました。

新型コロナウイルス拡大の影響を受け、約２年間、
活動が制限されてきましたが、今回、待ちに待った
対面交流が実現しました。韓国、ドイツ、インドネ
シア、中国、メキシコからの留学生と国内学生合わ
せて20名が参加し、グループ交流やチゲームを通し
て、親交を深めました。

大阪工業大学、マレーシア科学大学、摂南大学の3
大学合同のオンライン交流会を実施しました。交流
会には、本学学生4名、マレーシア科学大学生14
名、摂南大学生10名が参加し、3大学の大学紹介、
グループに分かれての自己紹介やディスカッション
を楽しみました。

写真

写真

写真

海外の大学生とのオンライン交流会

留学生交流会 夏

秋の校外研修

留学生交流会 秋
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6.キャンパスでの国際交流

交換留学生受入れ

2022年度 協定校等からの受入れ実績（2023年３月時点）
№ OIT協力学生

1 4

2 4

3 5

4 7

5 3

6 5

7 7

8 6

9 10

10 4

11 18

12

13

14 2

15 18

16 18

17 2

シンガポール工科デザイ
ン大学（シンガポール）

研究/インターンシップ ロボティクス＆デザイン工学研究科（2人）
2022年12月-2023年5月(予定)（約5
カ月）

ポズナン工科大学（ポー
ランド）

IAESTE/研究/インターン
シップ

情報科学研究科（1人） 2022年10月-11月（約2カ月）

チュラーロンコーン大学
（タイ）

研究/インターンシップ 工学研究科化学・環境・生命工学専攻（1人） 2023年1月-5月(予定)（約4カ月）

中央大学校（韓国） 研究/インターンシップ 工学研究科化学・環境・生命工学専攻（1人） 2023年1月-4月(予定)（約3カ月）

ラジャマンガラ工科大学
タンヤブリ校（タイ）

研究/インターンシップ 工学研究科化学・環境・生命工学専攻（1人） 2022年12月-2023年3月（約4カ月）

ハサヌディン大学（イン
ドネシア）

研究/インターンシップ 情報科学研究科（1人）

19

2022年12月-2023年2月（約2カ月）

ハサヌディン大学（イン
ドネシア）

研究/インターンシップ ネットワークデザイン学科（1人） 2022年12月-2023年2月（約2カ月）

ミュンヘン工科大学（ド
イツ）

研究/インターンシップ 工学研究科化学・環境・生命工学専攻（1人） 2022年9月-2023年2月（約5カ月半）

サラマンカ大学（スペイ
ン）

研究/インターンシップ ロボティクス＆デザインセンター（1人） 2022年11月-2023年2月（約3カ月）

タンペレ大学（フィンラ
ンド）

研究/インターンシップ 情報科学研究科（1人）
2022年9月-2023年8月(予定)（約1年
間）

ミュンヘン工科大学（ド
イツ）

研究/インターンシップ 工学研究科建築・都市デザイン工学専攻（1人） 2022年9月-2023年3月（約6カ月半）

2022年9月-2023年2月（約5カ月半）

タンペレ大学（フィンラ
ンド）

授業履修 機械工学科（1人） 2022年9月-2023年2月（約5カ月半）

  本学では、交流協定を締結している海外の大学をはじめ、UMAP、IAESTEの加盟大学から交換留学
生や研修生を、最⻑１年間、学費負担なしで受け⼊れています。
 交換留学生の受⼊は、留学生自身が専門性を高め、異文化理解を深めるだけではなく、本学学生に
とっても海外学生との交流を通じ、将来グローバルに活動していく上で有益な経験を得られる場とな
ります。2022年度は9カ国から計23人の留学生を受け⼊れ、各研究室に所属する本学学生延べ132人が
サポートに協力しました。

ミュンヘン工科大学（ド
イツ）

授業履修 都市デザイン工学科（1人） 2022年4月-2022年8月（約5カ月）

協定校名（国） 目的 受⼊学部/学科/研究科（人数） 時期（期間）

大田大学校（韓国） 授業履修 都市デザイン工学科（1人）
2022年4月-2023年2月（約11カ月
半）

ウィドヤマンダラカト
リック大学スラバヤ（イ
ンドネシア）

研究/インターンシップ 工学研究科化学・環境・生命工学専攻（1人）
2022年9月-2022年12月（約3カ月
半）

国立雲林科技大学（台
湾）

研究/インターンシップ ロボティクス＆デザイン工学研究科（6人）
2022年9月-2022年12月（約3カ月
半）

大同大学（台湾）
研究/インターンシップ/
授業履修

システムデザイン工学科（1人）
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◎は交換留学が可能な大学

国名 英文名称等 協定締結年月日 協定の概要

Tongji University 1992年11月 学術交流および友好協力関係に関する覚書

2010年2月 学生交流(１か月以下)に関する協定

清華大学 Tsinghua University 1993年12月 学術と教育の交流に関する包括的な覚書

浙江省寧波市人事局 Ningbo, China 2008年9月 環境問題を中心とした改善に関する協定

浙江大学 Zhejiang University 2016年5月 学術・教育に関する包括的な覚書（工学分野）

華東理工大学 East China University of Science and Technology 2017年3月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

北京科技大学 University of Science and Technology Beijing 2020年1月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

学術・学生交流に関する包括的な覚書

学生交換の促進に関する協定

1994年7月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2014年3月 学生交流に関する協議書

仁濟大学校 Inje University 2017年1月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

国民大学校 Kookmin University 2017年1月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

中央大学校 Chung-Ang University 2022年12月 学術・学生交流に関する包括的な覚書（工学分野）

国立虎尾科技大学 National Formosa University 2007年1月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2007年2月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2020年2月 学生交換に関する協定

国立高雄科技大学
National Kaohsiung First University of
 Science and Technology

2009年6月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

世新大学 Shih Hsin University 2009年3月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2012年3月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2017年3月 学生交換に関する協定

◎ 国立台湾科技大学
National Taiwan University of
Science and Technology

2013年10月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

◎ 国立清華大学 National Tsing Hua University 2014年9月
学術・学生交流に関する包括的な覚書、
学生交換に関する協定

◎ 南台科技大学 Southern Taiwan University of Science and Technology 2016年1月
学術・学生交流に関する包括的な覚書、
学生交換に関する協定

2016年9月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2019年1月 学生交換に関する協定

台湾経済部 The Ministry of Economic Affairs (MOEA) 2020年2月 就職支援に関する覚書

◎ 国立中興大学 National Chung Hsing University 2020年9月
学術・学生交流に関する包括的な覚書、
学生交換に関する協定

国立陽明交通大学 National Yang Ming Chiao Tung University 2023年2月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

モンゴル工業技術大学 Institute of Engineering and Technology 2019年12月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

モンゴルコーセン技術カレｊッジ Mongol Koosen College of Technology 2023年2月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

インド ◎ マニパル大学 Manipal Academy of Higher Education 2017年11月
学術・学生交流に関する包括的な覚書、
学生交換に関する協定

パランカラヤ大学 Palangka Raya University 2015年5月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

ウィドヤ・マンダラ・カトリック大学 Widya Mandala Catholic University Surabaya 2017年4月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

ムラワルマン大学 Mulawarman University 2018年1月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

バクリ大学 Bakrie University 2018年4月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

◎ ハサヌディン大学
Hasanuddin University
Universitas Hasanuddin

2020年10月
学術・学生交流に関する包括的な覚書、
学生交換に関する協定書

マレーシア工科大学 Universiti Teknologi Malaysia 2013年5月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

マレーシアサバ大学 Universiti Malaysia Sabah 2018年11月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

◎ ペトロナス工科大学 Universiti Teknologi PETRONAS 2019年7月
学術・学生交流に関する包括的な覚書、
学生交換に関する協定

2020年1月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2022年11月 学生交換に関する協定

サンホセレコレトス大学 University of San Jose-Recoletos

国立雲林科技大学
National Yunlin University of
 Science and Technology

国立台北科技大学
National Taipei University of
Technology

大同大学 Tatung University

韓国

大田大学校 Daejeon University

中国

同済大学

◎

大阪工業大学　海外交流協定締結機関一覧

本学では、豊かな国際感覚を身につけた人材の育成をめざし、海外の大学・機関との学術・人的交流の促進を積極的に図っています。
本学と研究協定等を締結している海外の大学・機関をご紹介します。

香港伍倫貢學院 UOW College Hong Kong 2023年3月

◎

交流協定締結機関

◎

モンゴル

◎

◎

◎

フィリピン ◎

インドネシア

マレーシア

台湾
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◎は交換留学が可能な大学

国名 英文名称等 協定締結年月日 協定の概要

シンガポール シンガポール工科デザイン大学 Singapore University of Technology and Design 2022年10月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

◎ 泰日工業大学 Thai-Nichi Institute of Technology 2009年2月 短期学生交換に関する協定

◎
タマサート大学
シリントーン国際工学部

Sirindhorn International Institute of Technology
THAMMASAT UNIVERSITY

2014年6月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

チュラーロンコーン大学 Chulalongkorn University 2021年7月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

ラジャマンガラ工科大学タンヤブリ校 Rajamangala University of Technology Thanyaburi 2022年10月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

ダナン工科大学
University of Science and Technology – The University of
Danang

2016年3月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

カントー大学 Can Tho University 2019年11月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

サウジアラビア キング・アブドゥルアズィーズ大学 King Abdulaziz University 2014年9月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

セネガル ジガンショール大学 Assane Seck University of Ziguinchor 2023年2月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

クイーンズランド工科大学 Queensland University of Technology 2009年3月 短期語学研修(派遣)に関する協定

スインバン工科大学 Swinburne University of Technology 2015年6月 学術交流に関する覚書および語学研修にかかる協定

フィンランド ◎ タンペレ大学 Tampere University 2014年2月 学生の交換留学、教職員交流に関する協定

2018年5月 学術・学生交流に関する包括的な協定(情報科学部分野)

2019年9月 学生の交流に関する協定(ゲームデザイン分野)

2015年7月 学術交流に関する包括的な覚書（理工学分野）

2020年7月 学生交換に関する協定（理工学分野）

ポーランド ヴロツワフ工科大学
Wrocław University of Science and Technology

2016年3月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

オーストリア ◎ ウィーン工科大学 TU Wien 2013年5月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2010年3月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2018年3月 学生交換に関する協定

2009年12月 学術・学生交流に関する包括的な覚書(土木環境分野)

2020年10月 学生交換に関する協定(土木環境分野)

2009年12月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2020年7月 学生交換に関する協定

◎ HAWK 応用科学芸術大学 HAWK University of Applied Sciences and Arts 2021年3月
学術交流に関する包括的な覚書(建築分野)、
学生交換に関する協定(建築分野)

デルフト工科大学 Delft University of Technology 2016年6月 学術・教育に関する包括的な覚書（航空宇宙工学分野）

◎ アイントホーフェン工科大学 Eindhoven University of Technology 2022年7月
学術・学生交流に関する包括的な覚書（電気工学分野）、
学生交換に関する協定（電気工学分野）

◎ パリ・デジタルイノベーション大学院
École pour l'informatique et les nouvelles technologies
(EPITECH)

2019年11月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

◎ ボルドー大学 The University of Bordeaux 2020年12月
学術・学生交流に関する包括的な覚書、
学生交流に関する協定

モンペリエ大学 University of Montpellier 2023年2月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

ポリテクモンペリエ Polytech Montpellier 2023年2月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

サラマンカ大学 University of Salamanca 2013年5月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2015年6月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

2020年6月 学生交換に関する協定

サンノゼ州立大学 San Jose State University 1997年5月 学術交流および友好協力関係に関する覚書（短期語学研修）

ライス大学 Rice University 2010年2月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

◎ アンジェロ州立大学 Angelo State University 2015年4月 学生交換、学術交流に関する協定

クレムソン大学 Clemson University 2016年8月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

ジョージア工科大学 Georgia Institute of Technology 2018年6月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

ネバダ大学リノ校 University of Nevada, Reno 2022年4月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

サンフランシスコ州立大学 San Francisco State University 2023年2月 学術・学生交流に関する包括的な覚書

カナダ ◎ OCAD大学 OCAD University 2022年5月 学術・学生交流に関する包括的な覚書（デザイン分野）

メキシコ ◎ グアナファト大学 The University of Guanajuato 2019年10月
学術・学生交流に関する包括的な覚書、
学生交換に関する協定

アメリカ

University of Stavanger

ドイツ

ヴッパタール大学 University of Wuppertal

ミュンヘン工科大学 Technical University of Munich

ミュンヘン防衛大学 Bundeswehr University Munich

ノルウェー スタヴァンゲル大学

マドリード工科大学
Technical University of Madrid

オランダ

◎

◎

◎

◎

大阪工業大学　海外交流協定締結機関一覧

タイ

ベトナム

オーストラリア

スウェーデン ウプサラ大学 Uppsala University

フランス

スペイン

交流協定締結機関

◎

◎
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      国際交流センター

Language Learning Center (LLC)

本学では国際交流を推進するために、国際交流セン
ターを設置しています。当センターでは、主に在学生
の海外派遣や、海外からの留学生・研修生の受け入れ
のほか、留学希望者への各種情報の提供や、さまざま
なアドバイスを行っています。
学内・学外とのネットワークを生かし、大学全体で
「国際」的な事業展開を推進していくミッションを実
現するためのツールとして少しでもお役に立ちたいと
考えています。
留学はもちろん、異文化や留学生との交流に興味のあ
る方は、気軽に国際交流センターまで相談に来てくだ
さい。
【開室時間】
 ⽉〜⾦曜⽇  9:00〜17:00
 土曜⽇    事前予約の場合を除きメール対応のみ
【場  所】
 大宮キャンパスChast1階

 LLCは皆さんの英語学習のための「英語空間」。ス
タッフは国際色豊かでフレンドリーです。LLCでは、
英語学習教材、映画のDVD、ゲーム、雑誌などが利
用できます。またコンサルテーション・ルームで先生
と会話練習をしたり、自分に合った英語学習プランの
アドバイスを受けることもできます。
【開室時間】
授業期間中の（⽉）〜（⾦）9:00〜19:00
【場  所】
 大宮キャンパスChast2階
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